
 

 

 

 

 

 

               

                

 
 

 

 

 

これまでの「はまだっ子共育プロジェクト」の理念を継続し、今年度 2 年目となる「はまだ 

っ子共育推進事業」では、学校と地域社会が繋がり、魅力あふれる地域を創生することを目的

に、より充実・発展していくことを進めてまいります 

数値化のできる学力だけでなく、コミュニケーション力・主体性・社会性・粘り強さ等、生き

る力を子どもたちが身につけるには、地域や家庭の協力が不可欠です。共育推進事業は学校・地

域・家庭が共に子どもを育み、そのことを通じて大人も地域も共に育つという願いが込められて

います。昨年度も、地域の皆様・保護者さんのご理解とご協力により、学校と公民館（地域）が

繋がって様々な成果を上げることができました。一中校区では、延べ人数 1,130 名（学校支援

のみの実績）の地域の皆さまにご支援いただきました。また、豊かな放課後や休日のためにも沢

山の方にご協力をいただきました。心より感謝申し上げますと共に、新年度もどうぞよろしくお

願いいたします。 

一中校区の共育推進事業・コーディネートは、引き続き石見公民館を拠点にコーディネーター

が担当してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気軽に石見公民館職員・コーディネーター（ＣＮ）に声掛けしてください！
い！ 

連絡先 石見公民館 電話・FAX(兼) ２２-１３８０ Mail：iwami-k@iwamicatv.jp 

 

はまだっ子共育
ともいく

推進事業 

共育ロゴ 

・大谷   ・栗栖   ・柳川  ・大橋 

公民館職員  虫谷・江木 

一中担当：栗栖真理   石見小担当：柳川智己   

三階小担当：大谷能子  松原小担当：大橋せい子 

～一中担当ＣＮより～ 

新型コロナウイルスの感染予防のため、毎年行っ

てきた総合的な学習「赤ちゃんと触れあおう」(2 年

生)「放課後あそび隊ボランティア学習」（1 年生）

等が実施できないのは残念ですが、みなさんが元気

で中学校生活を送れるように願っています。   
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